
復興に向けて歩んでいる岩手の今を紹介します
　平成 23年 3月 11 日に発生した東日本大震災津波。発災

以来、全国そして海外からも多くの温かい励ましや御支援

をいただいております。心から感謝申し上げ、この「つな

がり」を大切にしていきたいと思います。

　いよいよ新緑の季節。草花が芽吹く中、復興に向けて歩

み続ける被災地。そんな岩手の今を紹介します。
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安全祈願祭

外観パース

高田松原の松苗木が地元に里帰り
4 月 28日・陸前高田市

いわて復興応援団 検索

知って、買って、食べて、行って応援！
登録無料首都圏等にお住まいの方を対象に、応援団員（個人）と応援団（法人及び団体）の登録を募集

しています。登録者には岩手県の復興の取り組みや観光・物産・首都圏でのイベント情報などをお届けします。
詳しくは岩手県東京事務所ホームページをご覧ください。
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がんばろう！岩手、つながろう！岩手

　東日本大震災津波により校舎が全壊した、

山田町立船越小学校の移転新築工事が始まり

ました。これは、岩手・宮城・福島三県の被

災校舎移転新築工事の中で最も早い着工とな

ります。

　工事に先立ち、4月 24 日（水）には安全

祈願祭が開催され、児童も校舎建設予定地を

見学しました。

　新校舎は海抜 23ｍの旧校舎の裏山に建設す

る計画で、旧校舎と比較して 10ｍ高い位置

に建設されます。建物の竣工は、平成 26年

２月半ばを目指しています。

　現在、児童は、「陸中海岸青少年の家」の

会議室において授業を受けていますが、新校

舎での授業開始は、平成 26年 4月からを予

定しています。

　町としては、今の 6年生の卒業式を新校舎

で行いたいと考えており、新校舎の完成に期

待が寄せられています。

　東日本大震災津波により、奇跡的に残った一本松を除

いて、長さ 2キロ、7万本のクロマツから成る「名勝高

田松原」のほとんどが消失しました。こうした中、「震

災前年に高田松原にて採取されていた松ぼっくりから、

奇跡の一本松の後継樹を育成しよう」という声が上がり、

平成 23年 5月、「高田松原を守る会（事務局：陸前高

田市）」からの依頼により、森林総合研究所東北育種場

（滝沢村）が苗木の育成を行うことになりました。

　東北育種場では、同年 5月 31 日に播種し、奇跡の一

本松の後継樹の育成を開始。その後、種は 6月下旬に発

芽し、以降、間引き、施肥、病虫害防除、越冬仮植など

の管理が行われ、600 本が順調に生育しました。

　昨年 5月には、その半分にあたる 300 本が、「高田松

原を守る会」の「自らの畑で育てたい」という要望に応

え、引き継がれました。残り 300 本の苗木は育種場で

引き続き育成され、20~30cm程度に成長したことから、

先月 28日（日）に、「高田松原を守る会」の畑に植え付

けが行われました。これにより、全ての松苗木が陸前高

田市に里帰りしたこと

になります。

　「高田松原を守る会」

は、高田松原の松林を

守り育て、次世代に伝

え残すことを目的に平

成 18年に発足。育成

中の苗木は将来、松原

に戻し、高田松原の再

生に取り組みたいとし

ています。
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～ぼくらがうけつぐ夢のまち～

5 月 5日・宮城県仙台市

イメージキャラクター「まつしい」会場内の展示物

396指標
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進捗

改訂について

平成 24年度 復興実施計画の進捗状況及び実施計画の改訂について

皆さんのご支援、ありがとうございます
▶義援金受付状況（平成25年 3月 31日現在）

約 177億 4,605 万円（84,963 件）
▶寄付金受付状況（平成25年 3月 31日現在）

約 165億 305万円（5,992 件）
▶いわての学び希望基金受付状況（平成25年 3月 31日現在）

約 53億 7,932 万円（9,411 件）
※ 被災したこどもたちが勉強やスポーツ等に励めるよう「くらし」
　「まなび」の支援に使われます

岩手県の被害状況

▶人的被害　死者：4,672 名　行方不明者：1,150 名
▶建物被害（住家のみ、全半壊）　24,928 棟

平成 25年 4月 30日現在

被害状況等の詳細
義援金・寄付金の募集等 いわて防災情報ポータル 検索

編集・印刷：シナプス

　　　　　平成 24年度の目標に対する進捗率は、「計画以上」「順調」が 61.8％

　　　　（245 指標）ある一方、「遅れ」「未実施」が 38.2％（151 指標）となっ

ています。ただし、「遅れ」「未実施」には、他の有利な制度を利用したものや、

ニーズが計画値を下回ったものが 77指標あります。それらを差し引くと、実質

的な遅れは 18.7％（延べ 74指標）となります。

　「遅れ」の原因としては、関係機関等との調整や事業用地の確保の遅れ、入札

の不調等により、事業着手が遅れたもの等が挙げられます。

　これらの遅れ解消のため、①人材・資材の確保、②事業用地を円滑に確保するた

めの手続きの抜本的な簡素化等の対策に取り組んでいきます。

　　　　　　　　　　今年度は、基盤復興を目指す復興実施計画（第 1期）の最終

　　　　　　　　　年度となります。復興をさらに加速するため、事業の追加・廃止等を行いました。追加 35事業、

廃止・休止 7事業、整理後の延べ事業数は、491 事業。主な追加事業は、「安全の確保」に関する事業として「除染

廃棄物処理円滑化事業」、「暮らしの再建」に関する事業として「被災県立病院整備事業」、「なりわいの再生」に関

する事業として「被災地域商業復興支援事業」等があります。

　５月５日（こどもの日）に、宮城県仙台市の仙台国際

センターで、「第４回東北子どもまちづくりサミット

~ぼくらがうけつぐ夢のまち~」（主催：公益社団法人

セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン）が開催されました。

　震災後の平成 23年 5月に、小学 4年生から高校生ま

での子どもたち自身が、自分たちのまちをよりよくして

いくための活動を行う「子どもまちづくりクラブ」が発

足。岩手県の陸前高田市、山田町、宮城県の石巻市でそ

れぞれの地域振興に向けた様々な活動をしており、国や

自治体への政策提言も行っています。

　そのメンバーが一堂に会し、午前中は活

動例として、山田町の特産であるマツタケ

とシイタケをミックスしたイメージキャラ

クター「まつしい」の作成、陸前高田市の

「あかりの木」の作成、石巻市の「子ども

センター」の設置、「高田松原公園地区の

震災復興記念公園のあり方についての提言

（陸前高田市子どもまちづくりクラブ）」、

「復興基本計画についての提言（山田町子ど

もまちづくりクラブ）」等、各地域の活動実

績が発表されました。

　午後はメンバー及び来場者との意見交換

が行われ、参加した子どもたちは「自分た

ちの思いを形にして伝えることができた」

と語ってくれました。


